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今
年
度
も
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
副
校
長
・
教
頭
先
生
方
に
関
連

が
あ
る
教
育
政
策
の
動
向
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
、
中
央
教
育
審
議
会
「
次
期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て
（
答

申
）」
で
す
。

　

中
央
教
育
審
議
会
は
、
文
部
科
学
省
組
織
令
の
規
定
に
基
づ
き
、

文
部
科
学
大
臣
の
諮
問
機
関
と
し
て
文
部
科
学
省
に
設
置
さ
れ
て
い

る
審
議
会
で
す
。
教
育
の
振
興
及
び
生
涯
学
習
の
推
進
を
中
核
と
し

た
豊
か
な
人
間
性
を
備
え
た
創
造
的
な
人
材
の
育
成
に
関
す
る
重
要

事
項
、
生
涯
学
習
に
係
る
機
会
の
整
備
に
関
す
る
重
要
事
項
等
を
審

議
し
ま
す
。
委
員
は
三
十
人
以
内
、
任
期
は
二
年
（
再
任
可
）
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
委
員
の
ほ
か
に
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員

が
置
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

令
和
三
年
三
月
に
発
足
し
た
第
十
一
期
中
央
教
育
審
議
会
は
、
令

和
五
年
三
月
八
日
に
令
和
五
年
度
か
ら
五
年
間
の
教
育
政
策
の
指
針

と
な
る
「
第
四
期
教
育
振
興
基
本
計
画
」
に
つ
い
て
審
議
し
た
「
次

期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て
（
答
申
）」
を
取
り
ま
と
め
ま
し

た
。
教
育
振
興
基
本
計
画
は
、
教
育
基
本
法
に
示
さ
れ
た
理
念
の
実

現
と
、
我
が
国
の
教
育
振
興
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
・
計
画
的
な

推
進
を
図
る
た
め
、
政
府
と
し
て
策
定
す
る
計
画
で
あ
り
、
お
お
む

ね
五
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
策
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
第
十
一
期
中
央
教
育
審
議
会
は
、
令
和
四
年
九
月
に

「『
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
』
を
担
う
教
師
の
養
成
・
採
用
・
研
修

等
の
在
り
方
に
つ
い
て
～
「
新
た
な
教
師
の
学
び
の
姿
」
の
実
現

と
、
多
様
な
専
門
性
を
有
す
る
質
の
高
い
教
職
員
集
団
の
形
成
～

（
答
申
）」
を
、
ま
た
、
令
和
三
年
十
二
月
に
は
、「
第
三
次
学
校
安

全
の
推
進
に
関
す
る
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
（
答
申
）」
を
と
り
ま

と
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
令
和
五
年
三
月
十
日
に
は
、
第
十
二
期
中
央
教
育
審
議

会
の
委
員
と
し
て
以
下
の
二
九
名
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
民
間
企
業

や
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
も
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
教
育
関
係
者
が
多

く
を
占
め
て
い
ま
す
。
発
達
心
理
学
や
保
育
学
を
専
門
と
す
る
秋
田

喜
代
美
さ
ん
や
教
育
行
政
学
を
専
門
と
す
る
貞
廣
斎
子
さ
ん
、
教
育

方
法
学
を
専
門
と
す
る
奈
須
正
裕
さ
ん
、
教
育
工
学
を
専
門
と
す
る

堀
田
龍
也
さ
ん
な
ど
学
校
を
大
切
に
思
う
著
名
な
研
究
者
も
多
数
参

画
し
て
い
ま
す
。　

秋
田 
喜
代
美　

学
習
院
大
学
文
学
部
教
授
、
東
京
大
学
名
誉
教
授

安
孫
子 
尋
美　

�

株
式
会
社
ニ
ト
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
取
締
役
、�

人
材
教
育
部
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

荒
瀬 

克
己　
　

独
立
行
政
法
人
教
職
員
支
援
機
構
理
事
長

石
崎 

規
生　
　

�

東
京
都
立
桜
修
館
中
等
教
育
学
校
統
括
校
長
、�

全
国
高
等
学
校
長
協
会
会
長

今
村 

久
美　
　

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
カ
タ
リ
バ
代
表
理
事

内
田 

由
紀
子　

京
都
大
学
人
と
社
会
の
未
来
研
究
院
教
授

大
字 

弘
一
郎　

�

世
田
谷
区
立
下
北
沢
小
学
校
統
括
校
長
、
全
国
連

合
小
学
校
長
会
会
長

金
田 

淳　
　
　

公
益
社
団
法
人
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長

清
原 

慶
子　
　

�

杏
林
大
学
客
員
教
授
、
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
客
員

教
授
、
前
東
京
都
三
鷹
市
長

熊
平 

美
香　
　

�

一
般
財
団
法
人
ク
マ
ヒ
ラ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
財
団
代

表
理
事

後
藤 

景
子　
　

�

奈
良
工
業
高
等
専
門
学
校
校
長
、
一
般
社
団
法
人�

全
国
高
等
専
門
学
校
連
合
会
会
長

貞
廣 

斎
子　
　

千
葉
大
学
教
育
学
部
教
授

清
水 

信
一　
　

学
校
法
人
武
蔵
野
東
学
園
常
務
理
事

戸
ヶ
﨑 

勤　
　

埼
玉
県
戸
田
市
教
育
委
員
会
教
育
長

永
田 

恭
介　
　

筑
波
大
学
長

奈
須 

正
裕　
　

上
智
大
学
総
合
人
間
科
学
部
教
授

萩
原 

な
つ
子　

独
立
行
政
法
人
国
立
女
性
教
育
会
館
理
事
長

橋
本 

雅
博　
　

住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
取
締
役
会
長

浜 

佳
葉
子　
　

�

東
京
都
教
育
委
員
会
教
育
長
、
全
国
都
道
府
県
教

育
委
員
会
連
合
会
会
長

日
比
谷 

潤
子　

学
校
法
人
聖
心
女
子
学
院
常
務
理
事

平
井 

邦
明　
　

�

台
東
区
立
忍
岡
中
学
校
校
長
、
全
日
本
中
学
校
長

会
会
長

古
沢 

由
紀
子　

読
売
新
聞
東
京
本
社
編
集
委
員

堀
田 

龍
也　
　

�

東
北
大
学
大
学
院
情
報
科
学
研
究
科
教
授
、�

�

東
京
学
芸
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授

湊 

長
博　
　
　

京
都
大
学
総
長

村
岡 

嗣
政　
　

山
口
県
知
事

村
田 

治　
　
　

�

関
西
学
院
大
学
長
、
学
校
法
人
関
西
学
院
副
理
事
長

吉
岡 

知
哉　
　

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
理
事
長

吉
田 

晋　
　
　

�

学
校
法
人
富
士
見
丘
学
園
理
事
長
、
富
士
見
丘
中

学
高
等
学
校
校
長
、
日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連

合
会
会
長

渡
辺 

弘
司　
　

�

日
本
学
校
保
健
会
副
会
長
、
日
本
医
師
会
常
任
理
事

　

第
十
二
期
中
央
教
育
審
議
会
は
、
令
和
五
年
三
月
十
五
日
に
初
総

会
を
開
き
、
新
し
い
会
長
に
独
立
行
政
法
人
「
教
職
員
支
援
機
構
」

の
理
事
長
を
務
め
る
荒
瀬
克
己
さ
ん
を
選
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
副

会
長
に
は
筑
波
大
学
長
を
務
め
る
永
田
恭
介
さ
ん
と
住
友
生
命
保
険

相
互
会
社
取
締
役
会
長
を
務
め
る
橋
本
雅
博
さ
ん
が
就
任
し
ま
し

た
。
荒
瀬
克
己
さ
ん
は
、
京
都
市
立
伏
見
工
業
高
校
、
堀
川
高
校
の

国
語
科
教
諭
、
京
都
市
教
育
委
員
会
指
導
主
事
を
経
て
、
堀
川
高
等

学
校
教
頭
、
校
長
と
し
て
「
探
究
科
」
を
中
心
と
し
て
「
堀
川
の
奇

跡
」
と
呼
ば
れ
た
高
校
改
革
を
成
功
さ
せ
た
傑
出
し
た
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
初
総
会
で
、
荒
瀬
克
己
さ
ん
は
「
十
年
、

二
十
年
先
の
未
来
を
見
据
え
、
教
育
現
場
の
声
に
し
っ
か
り
と
耳
を

傾
け
、
当
事
者
に
寄
り
添
い
、
丁
寧
に
考
え
る
姿
勢
を
大
切
に
し
て

（
国
立
教
育
政
策
研
究
所
初
等
中
等
教
育
研
究
部
長
、（
併
）
教
育
政
策
・
評
価
研
究
部
長
、（
命
）
教
育
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
）

藤
原
　
文
雄

中
央
教
育
審
議
会
「
次
期
教
育
振
興

　
基
本
計
画
に
つ
い
て
（
答
申
）」

～「
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話
を
通
じ
た
計
画
策
定
・

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」
と
い
う
新
し
い
風
～

連載

副校長・教頭
仕事部屋
の
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い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
教
育
政
策
を
通
し
て
教
育
へ
の
リ
ス
ペ
ク

ト
が
確
か
な
も
の
に
な
る
よ
う
、
委
員
の
皆
様
と
誠
実
に
審
議
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

中
央
教
育
審
議
会
「
次
期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て

（
答
申
）」

　

中
央
教
育
審
議
会
「
次
期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て
（
答

申
）」
に
織
り
込
ま
れ
た
内
容
は
、
閣
議
決
定
を
経
て
施
策
と
し
て

進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
は
国

の
教
育
振
興
基
本
計
画
を
参
考
に
し
つ
つ
、
そ
の
地
域
の
実
情
に
応

じ
、
教
育
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
も

の
と
さ
れ
て
お
り
、
地
方
で
も
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
く
予
定
で

す
。

　

中
央
教
育
審
議
会
「
次
期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て
（
答

申
）」
は
七
七
ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ
長
文
で
す
。
以
下
で
は
細
か
い
点

は
割
愛
し
て
副
校
長
・
教
頭
先
生
に
関
連
の
あ
る
部
分
を
中
心
に
簡

単
に
要
約
し
て
お
き
ま
す
。
目
次
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

Ⅰ
．
我
が
国
の
教
育
を
め
ぐ
る
現
状
・
課
題
・
展
望

　

Ⅱ
．
今
後
の
教
育
政
策
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

　

Ⅲ
．�

今
後
の
教
育
政
策
の
遂
行
に
当
た
っ
て
の
評
価
・
投
資
等
の

在
り
方

　

Ⅳ
．
今
後
五
年
間
の
教
育
政
策
の
目
標
と
基
本
施
策

　

実
は
各
種
の
答
申
に
は
論
述
の
型
が
あ
り
ま
す
。「
現
状
診
断
」

―
「
方
針
」
―
「
施
策
」
と
い
う
型
で
す
。「
Ⅰ
」
が
「
現
状
診
断
」、

「
Ⅱ
」
が
「
方
針
」、「
Ⅲ
」「
Ⅳ
」
が
「
施
策
」
に
相
当
し
ま
す
。

　

現
状
や
未
来
が
○
○
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
○
○
と
い
う
状
態

を
目
指
し
た
い
、
そ
こ
で
○
○
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う
流
れ
で

す
。
現
状
を
診
断
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
解
決
策
を
提
案
す
る
こ

と
が
政
策
形
成
で
す
の
で
そ
う
し
た
型
に
な
る
の
で
す
。

　

中
央
教
育
審
議
会
「
次
期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て
（
答

申
）」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
よ
る
国
際
情
勢
の
不
安
定
化
、
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時

代
、
少
子
化
・
人
口
減
少
や
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
地
球
規
模

課
題
、
Ｄ
Ｘ
の
進
展
、
Ａ
Ｉ
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
グ
リ
ー
ン
（
脱
炭
素
）、

共
生
社
会
・
社
会
的
包
摂
、
精
神
的
豊
か
さ
の
重
視
（
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
）、
一
八
歳
成
年
・
こ
ど
も
基
本
法
等
な
ど
に
注
目
し
て
我

が
国
の
教
育
を
め
ぐ
る
現
状
・
課
題
・
展
望
を
議
論
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
同
答
申
は
、
二
〇
四
〇
年
以
降
の
社
会
を
見
据
え
た

教
育
政
策
に
お
け
る
コ
ン
セ
プ
ト
と
も
言
う
べ
き
総
括
的
な
基
本
方

針
と
し
て
「
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
の
育
成
」
及
び
「
日
本
社

会
に
根
差
し
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
」
を
提
唱
し
ま
し
た
。

　
「
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
の
育
成
」
に
つ
い
て
は
、
既
に
現

行
の
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
「
こ
れ
か
ら
の
学
校
に
は
、（
中
略
）

一
人
一
人
の
児
童
が
、
自
分
の
よ
さ
や
可
能
性
を
認
識
す
る
と
と
も

に
、
あ
ら
ゆ
る
他
者
を
価
値
の
あ
る
存
在
と
し
て
尊
重
し
、
多
様
な

人
々
と
協
働
し
な
が
ら
様
々
な
社
会
的
変
化
を
乗
り
越
え
、
豊
か
な

人
生
を
切
り
拓
き
、
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
と
な
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。「
担
い
手
」
で
は
な
く
、「
創
り
手
」
と
し
て
の
資
質
・

能
力
を
育
む
こ
と
を
今
後
と
も
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。　

　

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
、「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は
身
体
的
・

精
神
的
・
社
会
的
に
良
い
状
態
に
あ
る
こ
と
を
い
い
、
短
期
的
な
幸

福
の
み
な
ら
ず
、
生
き
が
い
や
人
生
の
意
義
な
ど
将
来
に
わ
た
る
持

続
的
な
幸
福
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
個
人
の
み
な
ら
ず
、
個

人
を
取
り
巻
く
場
や
地
域
、
社
会
が
持
続
的
に
良
い
状
態
で
あ
る
こ

と
を
含
む
包
括
的
な
概
念
で
あ
る
。」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
言
葉
は
近
年
の
教
育
政
策
に
お
い
て
多
用
さ
れ
る
概
念
で
す
が
、

今
回
の
答
申
で
は
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
捉
え
方
が
国
に
よ
っ
て
異

な
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
調
和
と
協
調
」
に
基
づ
く
日
本
社
会
に

根
差
し
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
を
強
調
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
学
力
は
対
立
的
に
捉
え
る
の
で

は
な
く
、
個
人
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
支
え
る
要
素
と
し
て
学
力

や
学
習
環
境
、
家
庭
環
境
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
な
ど
が
あ
り
、
そ

れ
ら
の
環
境
整
備
の
た
め
の
施
策
を
講
じ
て
い
く
と
い
う
視
点
が
重

要
で
あ
る
」
こ
と
、
さ
ら
に
、「
子
供
た
ち
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

を
高
め
る
た
め
に
は
、
教
師
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
確
保
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
学
校
が
教
師
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め
る

場
と
な
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
子
供
の
成
長
実
感
や
保
護
者
や
地

域
と
の
信
頼
関
係
が
あ
り
、
職
場
の
心
理
的
安
全
性
が
保
た
れ
、
労

働
環
境
な
ど
が
良
い
状
態
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。
加
え

て
、
職
員
や
支
援
人
材
な
ど
学
校
の
全
て
の
構
成
員
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
の
確
保
も
重
要
で
あ
る
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

答
申
で
は
、
こ
う
し
た
基
本
的
な
方
針
の
下
、
次
の
五
つ
の
基
本

的
な
方
針
の
策
定
が
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

①�

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
学
び
続

け
る
人
材
の
育
成

　

②�

誰
一
人
取
り
残
さ
ず
、
全
て
の
人
の
可
能
性
を
引
き
出
す
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
た
教
育
の
推
進

　

③�

地
域
や
家
庭
で
共
に
学
び
支
え
合
う
社
会
の
実
現
に
向
け
た
教

育
の
推
進

　

④�

教
育
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
の
推

進

　

⑤
計
画
の
実
効
性
確
保
の
た
め
の
基
盤
整
備
・
対
話

　

こ
れ
ら
の
中
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、「
⑤
計
画
の
実
効
性
確

保
の
た
め
の
基
盤
整
備
・
対
話
」
で
す
。
平
成
三
十
年
に
と
り
ま
と

め
ら
れ
た
「
第
三
期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て
（
答
申
）」
に

は
「
対
話
」
と
い
う
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
答
申
で

は
「
計
画
策
定
に
向
け
て
は
、
教
育
関
係
団
体
や
関
係
省
庁
か
ら
意

見
を
聴
く
と
と
も
に
、
教
育
の
当
事
者
で
あ
る
子
供
か
ら
の
意
見
を

聴
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
本
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
関
係

団
体
等
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
に
加

え
、
生
徒
・
学
生
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
内
閣
府
『
ユ
ー
ス
政
策
モ

ニ
タ
ー
』
の
子
供
・
若
者
と
の
意
見
交
換
・
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実

施
し
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
等
を
踏
ま
え
て
検
討
を
行
っ
た
。
ま
た
、

デ
ー
タ
な
ど
の
エ
ビ
デ
ン
ス
も
踏
ま
え
た
対
話
を
通
じ
て
計
画
の
策

定
・
広
報
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
で
、
教
育
現
場
、
地
方

公
共
団
体
（
教
育
委
員
会
及
び
首
長
部
局
）、
子
供
・
学
生
・
保
護

者
・
学
習
者
、
大
学
等
の
高
等
教
育
機
関
な
ど
、
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
政
府
が
一
体
と
な
っ
て
教
育
を
振
興
し
て
い
く
共
通
意
識
を

持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。」
と
「
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対

話
を
通
じ
た
計
画
策
定
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」
の
意
義
が
強
調
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
に
新
し
い
教
育
政
策
の
風
を
感
じ
て
な
り
ま
せ
ん
。

全
国
公
立
学
校
教
頭
会
の
皆
さ
ん
も
、
荒
瀬
克
己
さ
ん
を
は
じ
め
中

央
教
育
審
議
会
委
員
の
皆
さ
ん
や
文
部
科
学
省
職
員
と
の
対
話
を
進

め
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。


